
２０１８年  ８月  １２日  ≪平和祈念礼拝≫ 

 主 日 礼 拝 

①８時半  ②10 時半     ③19 時 

 司  会  ①石井師  ②石井 秀人兄  ③お休み 

奏  楽 

祈  祷  ①石井師  ②村山けい子姉  ③お休み 

賛  美  聖歌４５９番 &  ～立ち上がり歌え～ 

平和の祈り 

聖  書  ①ローマ人への手紙５章１～５節                                                                          

      ②使徒行伝2８章２６～３１節 

特別賛美  エタニティ(宮川姉・竹下姉) 

メッセージ  ①「私たちは平和を持っています」大川従道牧師                                                                                                                                 

      ②「福音宣教と平和希求」石井 潤牧師 

献  金  聖歌５９３番 ＆ ～み手をのばして～ 

祝  祷             〔献金当番：寺澤千姉･渡辺姉〕 

お知らせ                  【司会者】 

賛  美  ～喜びがある～ 
 

礼拝にお越しくださった皆様を心よりご歓迎いたします！ 
《今週のお知らせ》 

１．本日は「平和祈念礼拝」です。世界、人類の平和のために祈り続けましょう！ 

２．今週の祈祷会：☆早天祈祷会/火曜朝６時。★木曜祈祷会/午前 10 時半、 

夜７時半、佐々木伝道師（大和祈祷会映像)。☆準備祈祷会/土曜夜８時。 

３．来週日曜礼拝では聖餐式が行われます。午後のプログラムはありません。 

 

 

 
 

一年に一回聖書を完読できる！Bible Reading Plan 〔８/１２～/１９〕 

Date 日 月 火 水 木 金 土 日 

旧約 
詩篇 

９３-９５篇 
９６－ 
９８篇 

９９－ 
１０２篇 

１０３・ 
１０４篇 

１０５･ 
１０６篇 

１０７・ 
１０８篇 

１０９－ 
１１１篇 

１１２－ 
１１５篇 

新約 
ローマ１１： 
２２－３６ 

１２章 １３章 １４章 
１５：１ 
－２０ 

１５：２１ 
－３３ 

１６章 
１コリント 
１章 

チェック 旧 新 旧 新 旧 新 旧 新 旧 新 旧 新 旧 新 旧 新 

８/23(木):ＷＯＧＡ集会  26(日):聖歌隊 

〔予告〕９/16(日)：「敬老会」 



  
 
 
 
 
 
 
 
｢『…今日、皆さん方をお招きしたのは、お近づきになりたかったからです。また、私が

捕らわれの身であるのは、メシヤ(救い主)が来られたと信じているためだと、わかってい

ただきたかったからです。』ユダヤ人たちは答えました。『私たちは、あなたのことは

何も聞いていません。…。私たちは、あなたの信じていることを、あなたの口からお聞

きしたいのです。クリスチャンについて知っていることと言えば、彼らが至る所で非難

の的だということだけなのです。』｣   使徒行伝28章20～22節 [リビングバイブル]  
 

「そういうわけだから当然のことながら、カトリック教会やプロテスタント系の教会側からすれ

ば、本書は新しい異端でしかないだろう。だが、異端とはいったい何か。異端とは正統や伝

統に沿っていないということだ。言い換えれば、『既存の組織宗教の枠内ではない』という意

味しか持っていない。 では、正統と自称する組織宗教において、人は実際に救われてきた

のか。この２０００年の歴史において、平和をつくってきたのか。あるいは、組織宗教はこれま

での戦争や殺戮や暴力を渾身で阻止してきたのか。」（白取春彦著「超訳 イエスの言葉」から） 

宗教離れ、キリスト教離れの理由として、「宗教」が「平和」を壊してきたという理由が大

きいのだと思います。しかし、白取さんがおっしゃっていることも理解できますが、それは、キリス

ト教のある一面だけを見ているから偏って見えてしまうということでもあると思います。 

パウロ自身も現在のようなキリスト教を作ろうとしたわけではないと思います。もちろんイエ

ス様ご自身も。ただ、既存のユダヤ教を完成するためにイエス様が送られて、その救いによっ

て神様の救いの計画が実現したのだということを理解してもらって、ユダヤ教（このような言い

方もしていなかったと思いますが）の完成形をイエス様を通して私たちにお与えくださったという

ことを語りたかったのだと思います。全世界、全人類を救うための方法として、神様が造られ

た道、唯一平和の道がこの福音であるということを伝えたかった。 

本当の平和とは、人間同士が神様抜きに作り出せるものではなく、神様ご自身がいのち

をかけて私たちに提供してくださった福音そのものであるということを人が受け止めるかどうかに

かかっています。しかし、どうしても、人は自分たち自身で平和を造り出せると考えてしまいま

す。国連の事務総長も初めて日本の平和式典に出席されて熱く語ってくださいましたが、そ

れは本当に難しいことです。しかし、パウロが必死に敵対していたユダヤ人たちと直接対話を

したように、私たちも直接対話をしていく必要を感じます。そして、正直に自分の足りなさを

謝罪し、赦しを求め合う必要を感じます。 

ラブソナタ１０周年のＤＶＤを観ました。「愛」という理由だけで命を懸けてハ先生が始めら

れた働きが未だに全国で継続しています。神様の愛だけが平和の鍵なのだと確信します。 

「福音宣教と平和希求」 

～神様の愛こそが平和の鍵～ 


